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推進会議における将来像作成の位置づけ

【 現在の高島市】

環境負荷・現状（人、モノ、サービス、インフラ、
制度・仕組み、心、つながり
お金、エネルギー、環境負荷など）

・課題を共有

(高島市まちづくり推進会議)
市民が望む、豊かさを感じられる
働き方、余暇の過ごし方、残したいもの、お金の使い所など
に関する意見（現状にとらわれ過ぎない発想で）

・第2次高島市総合計画など
・第1期推進会議
・市民活動、ヒアリング
・資源の制約、気候変動の影響
・技術や対策のリストなど

【 将来の高島市 】
目指す将来像

環境負荷

【 事業計画 】

根拠に基づく

将来像への
貢献度を評価

だれが どこで なにを どのように

課題

原因

解決方策

将来像の実現に必要な



地域の将来を思い描く人たち
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市内の家庭の農林水産品に対する消費支出が
50%増加して第1次産業の県内移出額が22億円、
県外移出額が150億円に増加して県内他地域か
らの移入も33億円に増加するが県外からの移入
額は4千万円まで減少して自給目的で農作業を
はじめる人が2.8%ぐらいいたりして・・・・・・

記録・推計

結果をフィードバック
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市民参加型の
将来像作成の流れ①

数理モデルによって、
将来の経済、環境の状態を定量的に
裏付け
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第２回(8/26)「高島市の人口予測と将来像」
①高島市の現状と人口予測・産業構造を知る
②グループワークで将来の暮らしや仕事を予測

第３回(10/4)「行政と市民活動の把握と整理」
①第２回の将来予測をデータで確認
②第１期まちづくり推進会議の検討結果の共有
③市総合計画、市民活動に関する情報提供
④グループワークで市民の活動と市の事業を整理
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第４回(12/2)「高島市の将来社会像を考える」
①事例：「自分たちのまちは自分たちで創る」

朝来市与布土地域自治協議会のまちづくり
②グループワークでこれまでの情報提供と検討した
内容から、高島市の将来社会像をより具体化

第５回(2/24)「将来社会に向けて必要な事業を
考える」

①第４回の将来社会像をデータで確認
②グループワークで将来社会に向けて取り組むべき
事業を出し合う

③事業テーマでグループづくり
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左）研究者による、定量的社会像を
まちづくりに活用する方法の説明
と定量的なデータによる高島市の
社会経済状況の紹介。

第2回高島市まちづくり推進会議本会議2017年8月26日

右）推進会議ワークショップで
の、望む将来社会像を表す
個別ストーリーラインと現
在取り組まれている市民活
動・行政事業との関連性の
整理。

第4回高島市まちづくり推進会議本会議2018年2月25日

県民・市民が望む将来社会シナリオづくり
第2期高島市まちづくり推進会議
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高島市の現状と人口予測や、外部環境
の変化（気候変動など）の情報を前
提条件として、テーマ別に、望む将来
社会の要素とその実現に必要なこと、
現在取り組まれている行政事業や市民
活動を抽出し整理する。

A班テーマ どんな働き方をしたいか？
A.農業 A.フレキシブル A.高齢者 A.子育て A.教育 A.その他

こ
ん
な
働
き
方
を

し
た
い

そ
の
た
め
に

必
要
な
こ
と

関
連
す
る

行
政
の
施
策

NPOと本業

林業
農業
半分で

畑を借りられる
よう法制度を
整える

田or畑を

借りたい人と
貸したい人の
マッチング

農業でちょっと
働ける仕組み

作物の加工・販
路の構築

若い人が
農業できる
環境

農機具の
シェア
有効活用

農業人材の
育成

高付加価値の
作物

地域資源を活
用した新しい

農業

大学生
農業インターン
受け入れ

公務員兼業
OK

県外に出ても
よい

→職場のみ

副業がミソ

半分都会で
年単位
月単位

勤務時間・
日を自分で
コントロー
ル

在宅勤務
近い職場

副業を支
援する仕
組み

かくれ人材
活用

働く場所が
たくさん

あった方が
よいな

人材バンク

年代ごとの
ボランティ
アバンク

生活できる
シルバー人
材的な

高齢者がい
つまでも働
ける場所

農業モデル生
活できる収入
が得られる 例えば週休

3日などで
1日は長時
間もあり

生涯年収
の見込み

対公務員と
の比較で年
収評価

有償ボラン
ティア

ちょっとした
サービスを
提供

需給マッチ

観光地整備
の強化→物
品販売増

教育産業が
栄える

高校を進学校に
する（京大・東
大） ←人が来る

高専をつくる

20代、30代

での入学も
OK

宿泊施設
空き家・廃校利用

楽しく学ぶ
自然体験

幼児教育

高島の魅力を
柱にした
教育機関

農業で少しだ
け働ける仕組

み

5-1-1高島の魅力が活かせ
る土地利用を推進します

1-2-2自然の恵みの魅
力をさらに高めます

1-1-2農業の担い手を

育成し農地の維持に
努めます

1-2-1地場産業の魅力
をさらに高めます

1-3-1豊かな自然や恵みを活か
した観光を推進します

1-2-3「発酵」を活かしたオリジ
ナルブランドを育成します

長時間勤
務があたり
前でないよ
うな地域で

起業して成
功している
人が増える

一度県外に
出た子供が
起業

ファンドで
会員制も
あり

担い手→高

齢者管理会
社起業

3-1-3生きがいを持っ

て高齢期が過ごせ
る環境を整えます

3-1-2生活習慣

の改善や健康
チェックの機会を
提供します

3-2-3保健や福祉と

連携した医療サービ
スを提供します

5-2-2基幹道路や生活主

要道路を整備・維持しま
す

5-2-1公共交通網の利便
性向上を図ります

3-1-4障がいへの理

解を深め暮らしを支
える環境を整えます

6-1-2仕事にこころざし

を持った人材を育成し
ます

都会に

サテライト市
営マンション

農地を売りた
い人がいる

長男もいない

売れるのに
生産者と
モノがない

高島でこだわり
の農産物が手
に入りにくい

1-1-2林業・水産業・畜産業
の担い手を育成します

次男・三男を高島市
に（次女・三女）

育児出産の支援

いろんなタイプの同居
の推進

子育て支援のために

地域社会で子育て

行政組織の改
変（窓口をひと
つにする）ワン
ストップ化

4-1-2人格と個性が尊

重される地域社会を
つくります

2-1-1結婚や出産の

希望が叶う支援体
制を整えます

4-2-3地域ぐるみで安心

が実感できる体制を整
えます

2-1-3家庭の姿に

寄り添う子育て支
援を行います

2-1-2生きる力を育む

乳幼児保育・教育環境
を整えます

5-1-2誰もが快適に

暮らせる機能整備を
推進します

3-2-1支援が必要に

なった時に相談でき
る体制を整えます

3-2-2いつまでも

地域で暮らせる
体制を整えます

6-2-3新たな枠組みによる行政
サービスの維持を図ります

6-2-2新たな財源の確保と公平
な負担を推進します

4-1-4「水」を大切にする生
活環境を保全・継承します

1-3-2高島の魅力を

国内・海外に発信し
ます

子より親の教
育が先→高

島のいい所
教育

2-2-4地域を知り

地域に学ぶ機会
をつくります

3-1-1スポーツに

よる健康づくりを
推進します

2-1-4安全・安心で

快適な学校教育
環境を整えます

2-2-2地域の魅力が

学べる小学校・中学
校教育を推進します

2-2-1自然や人とのふ

れあいによる保育・
教育を推進します

2-2-3地域全体で青少

年を育む体制を整えま
す

1-2-1地場産業の魅力
をさらに高めます

6-2-1行財政改革をさ
らに推進します

廃校利用

4-2-1災害に強い体
制を整えます

4-2-2高島らしさのある住環
境を守ります

4-2-2ごみの減量をさら
に推進します

B班テーマ オフをどうすごしたいか？

B.食生活 B.農業 B.健康 B.市民活動 B.子ども B.教育

こ
ん
な
ふ
う
に
過
ご
し
た
い

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

関
連
す
る
行
政
の
施
策

畑で野菜を作って
いる

野菜作り

杉・檜を伐採して畑に

休耕田を把握する

畑地の無償提供
を受ける

休耕田の情報

材木として資金回収

農地法の改正

耕作放棄地を増加さ
せない仕組み

バイオチップで資金回収

田んぼを借りる仕
組みを整備する

味噌づくり
している

味噌づくりの
先生がいる
知恵を伝える

スーパーがある

安心して暮らせる住
環境

安定した食料の供給

環境にやさしい
ものづくり

高島市で美味し
いものを食べる

季節のものは
自給自足で

大豆を栽培する

行政が作る借農地の仕組み

借り手と貸し手の
安心をつなぐ人

都会の人
や

市内の人
で

無農薬野
菜を

求める人

短期的借地の制度
（お試し可能）

と契約して
栽培する

休耕田で農業体験

余った作物が消費される
仕組み

貸す側と
借りる側の

仲介システ
ム

契約栽培担い手を呼び込む

移住者農業に関する
情報の把握

楽しみ？生業？

健康で暮らしたい

高齢でも健康で
過ごす

健診を一人一年
に一回受ける

静かにビールを
片手に空を眺め

たい

高齢になっても友
人に会いたい

高齢者タクシー

孫に囲まれてに
ぎやかに過ごす

子供たちが楽しく
遊んでいる姿を

眺める

街に子供の声が
たくさんあふれて

いる

子供と地域行事
に出て楽しむ

子供と山登りして
いる

子供をたくさん
作れる条件

子育ての恵まれ
た環境がある

小児科・産婦人科
がある

祭りや行事を
途絶えさせない

3-2-1支援が必要になった時に相
談できる体制を整えます

環境にやさしい
暮らし

安くて施設が
借りられる

落ち着いた休日
（労働時間減る）

アフター5が
増えている

登山コースの
整備

1-2-3「発酵」を活かした
オリジナルブランドを育
成します

4-2-2ごみの減量をさら
に推進します

3-2-2いつまでも地域で暮
らせる体制を整えます

5-1-1高島の魅力が活かせる
土地利用を推進します

1-1-2林業・水産業・畜産業
の担い手を育成します

1-2-2自然の恵みの魅力をさら
に高めます

1-1-2農業の担い手を
育成し農地の維持に
努めます

食・らへ
んが少
ない

担い手がふわっと
したものには取組

が少ない

担い手につい
て行政はやる
ことない？

ふるさと納税のために農作
物をつくる！

田んぼ、農協など
の動きがあれば行
政も動ける？

休耕田事業少ない
→皆平等 難

6-2-2新たな財源の確保と公
平な負担を推進します

里山散歩

スポーツを
楽しんでいる

共働きの子育て
世代ねらいとか

「子育てするなら
高島」

→特化してもいい

子育ての取組は
たくさんあるけれ
ど、皆知らないの

では？

子育てはたくさん
ある

子育ての取組は
たくさんあるので
もっとアピールし
ていけばいいのに

3-1-2生活習慣の改善や健

康チェックの機会を提供し
ます

3-1-1スポーツによる健康
づくりを推進します

3-1-3生きがいを持って高

齢期が過ごせる環境を整
えます

4-1-1住民自治の新たな仕
組みを構築します

5-1-3地域の状況に応じた

上下水道施設を整備しま
す

★

食・観光を合わ
せる→可能性
あり！

スポーツ施設
公民館
図書館

等が充実している

どの人で
も使えるカ
フェのよう
な施設に
できな
い？

2-1-3家庭の姿に寄り添う
子育て支援を行います

4-1-2人格と個性が尊重さ
れる地域社会をつくります

2-2-1自然や人とのふれあいに
よる保育・教育を推進します

2-1-2生きる力を育む乳幼児
保育・教育環境を整えます

2-1-1結婚や出産の

希望が叶う支援体
制を整えます

5-1-2誰もが快適に暮らせる
機能整備を推進します

3-2-3保健や福祉と

連携した医療サービ
スを提供します

自家製野菜でも
ちよりパーティー

働く場所があり、
お金がまわる町

「かしこい」が
・たくましく生きる人
・生きる知恵を持つ人

市内に十分な教
育インフラ

高島独特の学行
事の継続

先生を増やす。
人づくりにお金を

かける

教育に多くの

費用がいらない
環境

学歴を求める子
育てではない

地域の人が学で
先生をする

小規模でも
地域で学校が
守られている

おとな、先達、

地元の職人から
学ぶ

1-1-1企業支援

や産業連携を
推進し雇用を
確保します

3-1-4障がいへの理

解を深め暮らしを支
える環境を整えます

2-2-4地域を知り

地域に学ぶ機
会をつくります

2-1-4安全・安心で快適な
学校教育環境を整えます

2-2-2地域の魅力が学

べる小学校・中学校教
育を推進します

4-2-3地域ぐるみ

で安心が実感でき
る体制を整えます

2-1-2生きる力を育

む乳幼児保育・教
育環境を整えます

1-2-1地場産業の魅力をさら
に高めます

4-1-3文化によ

る人や地域の
つながりづくり
を推進します

6-2-1行財政改革をさらに
推進します

2-2-3地域全体で青少年を
育む体制を整えます

6-1-2仕事に

こころざしを
持った人材
を育成します

仕事の量が減る

市民やみんなで
やることが増える
＜市業務＞

官と民の協働

ワークシェアの普及

市民ができることは
市民で

生産性が上がる

市からぼやっとし
た方針が下りてく
るけれど一人一人
に伝わっていな

い？

地域のにぎ
わいの文化
がある→市民
の参加

社協は人材不足
→官民協働で不

足をなんとか解消
できないか

住民福祉協議会が
大きくなれば・・？

6-1-1市民協働により総合
計画を推進します

6-2-3新たな枠組みによる

行政サービスの維持を図
ります

市民ができる
行政がやってきた
仕事は市民が担う

自治体とかが自ら
イベントしていくと
か。お金の補助は

欲しい

ニーズが具体的な
ものへの取組は多
い（福祉とか）

4テーマで議論
A) どんな働き方をしたいか。
B) どんなふうにオフを過ごした
いか？

C) 高島で残したいものは何か？
D) 何にお金を使いたいか？

D班テーマ 何にお金を使いたいか？

D.自然環境 D.高齢者 D.健康 D.子ども D.青少年 D.女性 D.交流 D.産業 D.防災 D.全体 D.その他

お
金
を
使
い
た
い
事
・物

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

関
連
す
る
行
政
の
施
策

高齢で一人で生
活できなくなった
時の共同の生活
場所の確保

高齢の方をもっと
活躍させたい
（特に男性？）

人の活躍

3-2-1支援が必要に

なった時に相談でき
る体制を整えます

3-1-3生きがいを持っ

て高齢期が過ごせ
る環境を整えます

3-1-4障がいへの理

解を深め暮らしを支
える環境を整えます

3-2-3保健や福祉と

連携した医療サービ
スを提供します

ボランティア活動
をすれば何か特
典がある

時間を誰かのた
めに使おうキャン
ペーンにいく

4-1-1住民自治の新

たな仕組みを構築し
ます

団塊の世代の活
用

5-1-1高島の魅力が活かせる
土地利用を推進します

4-1-4「水」を大切にする生活
環境を保全・継承します

1-1-2林業・水産業・畜産業
の担い手を育成します

クマとか

動物との共存

きれいな空気と水

美しい景観

美しい自然環境の保存

里山のような熊が
隠れとける場所

クマの好きでない木を植える

集落ごとに地域自然環境
を整備する

土砂災害のない
道が欲しい

災害被害の予防

4-2-1災害に強い体
制を整えます

防災講習
サロン

災害時の

中学高校生の
活用

住民主体で災害
時の自・共・公助

を知る

国道を拡張

びわ湖の
上に道路？

共助の仕組み
（地域内外）

有事の（南行
き）交通

若者が働ける場所

若い人の遊ぶと
ころも求められ

ている

青少年への補助

6-1-2仕事にこころざし

を持った人材を育成し
ます

1-1-2農業の担い手を

育成し農地の維持に
努めます

2-2-3地域全体で青少

年を育む体制を整えま
す

2-2-4地域を知り地域

に学ぶ機会をつくりま
す

2-1-3家庭の姿に

寄り添う子育て支
援を行います

4-1-2人格と個性が

尊重される地域社
会をつくります

2-1-1結婚や出産の

希望が叶う支援体
制を整えます

2-2-1自然や人との

ふれあいによる保
育・教育を推進しま
す

妊婦や出産直後
のママさんとのコ
ミュニケーション

コミュニケーション
（仲間・年代）支

援！

人の交流

各集落での
普段自由に
集まれる場づ

くり

4-1-3文化によ

る人や地域の
つながりづくり
を推進します

健康維持のた
めに使う

健康な
心と体

3-1-2生活習慣

の改善や健康
チェックの機会を
提供します

3-1-1スポーツに

よる健康づくりを
推進します

健康促進員のな
り手

健康ならいろいろ
できる

情報共有
見守りになるぞ

ビワイチができ
る道を作る

宿泊場所（キャ
ンプ指定地）を

つくる

子どものため

子どもが外で自由に
走り回れる場所

子供たちが外で思い
切り遊べる場所の確

保

親の意識改革

地域が子供を見守る

子供の意見をくみ取る

地域の高齢者と連携
して子供の遊び道具

などをつくる

休耕田を使って子ど
もの遊び場を作る

2-1-4安全・安心で快適

な学校教育環境を整え
ます

2-2-2地域の魅力が学

べる小学校・中学校教
育を推進します

4-2-3地域ぐるみで安心

が実感できる体制を整
えます

2-1-2生きる力を育む

乳幼児保育・教育環境
を整えます

1-2-2自然の恵みの魅力をさら
に高めます

1-2-1地場産業の魅力をさらに
高めます

1-3-1豊かな自然や恵みを活か
した観光を推進します

1-1-1企業支援や産業連携を推
進し雇用を確保します

1-3-2高島の魅力を国内・
海外に発信します

1-2-3「発酵」を活かしたオリジ
ナルブランドを育成します

不耕作地の再利用する
ための組織を作る

電池産業新しい産業

車が危ないとか
雨が降ると危ない

公園も
荒れている

間伐材の
利用

熱として
利用

電気のバス
電気ステーション

林業も変化→場所ごとに
林業の意味を変える

自然環境の利活
用への検討

企業の
誘致

経済振興
投資 出資

情報発信

コミュニティバスに
〇回乗ったら地元
商店の買い物○
割引をふるさと納
税の財源で補填

ターゲットを
絞った施策

昔にもど
る（自然）

地域差（市内）
があるね

市全域でこういう
会議する？地域
スケールでこうい
う会議する？

6-2-2新たな財源の確保と公平
な負担を推進します

帰ってきたい
想いを創る

なぜ帰らない
か知る必要！

都会でかせぎ
高島で生活！

実は事業は
ある

帰ってきたい
と想うために
は？

4-2-2高島らしさのある住環
境を守ります

静かでおだ
やかな暮らし

危険すぎず
キレイな自然が
高島にある

山
カヤック

関西から人が
来ること

地元の人は知
らない？

歩いて暮らせる町

歩くことで見えるものが
ある

車という「カプセル」がな
くても暮らせるように

待つ暮らし

時間感覚必要以上に

急いでいる？待てな
い

5-2-2基幹道路や生活主

要道路を整備・維持しま
す

同じ立場の人

ママの先輩との
コミュニケーショ

ン

コミュニティバス
の排ガス、騒音

5-2-1公共交通網の利便性向上
を図ります

集落ごとに「困り
ごとお助け隊」な
どの立ち上げ

地区スケールで自
分でやれる仕組み

づくり

筋トレ

5-1-2誰もが快適

に暮らせる機能
整備を推進しま
す

青年がイキイキと地域
に入るための補助！

実は事業は
ある

高島の魅力に気
づくのはある程度
年輩の人？

6地区に分け

環境、労働、産業、
福祉、行政、自然

歩道の整備は
誰がやる？

でも
道・街灯が・・

個人でできる遊びも
増えて人との活動が

減っている

遊びに出ていって
お金が出ていく

4-2-2ごみの減量をさら
に推進します

5-1-3地域の状況に応じ

た上下水道施設を整備
します

でも実はけっこう

いてる！イベントとか
の後ろ盾がほしい

6-1-1市民協働により総合
計画を推進します

6-2-3新たな枠組みによる

行政サービスの維持を図
ります

6-2-1行財政改革をさらに
推進します

3-2-2いつまでも地域で暮
らせる体制を整えます

クマとか

動物との共存

きれいな空気と水

美しい景観

美しい自然環境の保存

危険すぎず
キレイな自然が
高島にある

山
カヤック

若い人があふれる
街

若い人が地元に帰っ
てきたいと思う街

雪や事故で
寸断すると困る

C班テーマ 高島市で残したいものは何？

C.祭り C.山 C.景観 C.川・湖 C.文化 C.地場産業 C.その他

高
島
市
に
残
し
た
い
も
の

そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と

関
連
す
る
行
政
の
施
策

大きなまつ
り（観光客も
来る）

地元の祭り

ぼんおどり

高島おどり
大会

高島音頭

地元意識

＝幼い時か
らの経験・
記憶

小さい時に
参加、
関わる

学校で
教える

地域の人が
教える
サポート
する

山菜

山菜ツアー

高山植物

森林業従事者の
増加

山菜がある
山の維持

間伐

木を使った
製品を売る

森林産業の発展

木で・・・カヌー、自動車、材
料（ボイラーなど）などつくる

人の山で
も自由に
行き来

所有者が
わからない

山への
感心が
減ってる？

山の出入り

山の資源が自
由に使える制度

針葉樹林を
減らしたい

広葉樹林を
残したい
増やしたい

普段の暮ら
しの景観

ブナ
原生林

豊かな自然

里山棚田

雲海

稲穂実る
田んぼ

1-1-1農業の担い手を

育成し農地の維持に
努めます

田畑の放置
（になえない、
効率的でない）

田 →
ソーラーパネル

雑草が増える

田・農地が荒れる

ソーラーパネル条例

農業をやり
たい人の移
住（を期待）

ホタルが
いる

泳げる川

きれいな水

料理に
使える

川に
魚がいる

小さなビジ
ネスをたくさ
ん生み出す

琵琶湖の外来魚

イベントを開催
（月に1回）

水を抜いて
一掃しちゃう？

高島市民の交流
生き物調査

ホタル
↓

観光ビジネスにでき
ないか？

法事での地
域の手伝い

助け合いの
文化

麹屋が
減っている

技術を知る人
（宮大工）

昔ながらの家を
つくれる地域が

欲しい

自分で

つくる文化
が減る

地産地消を
進めたい

学校でつく
る、学ぶ、
食べる

つくり酒屋

お互いさま
の文化

地域の人と
のつながり

レンタル
オーナー
制度

ビワイチの
魅力が減る

田んぼを
田んぼと
して使う

観光地をアピール

ポケモンGO

SNSばえするものを

大きなアユになる！

白ひげまんじゅう
白ひげモナカ・・・

地名とイベントを
掛け合わせる

高島食をPR

ジュース＋
地元の酒
＝カクテル

お土産物に
利用

文化

炭ビジネ
ス

ふるまいの
文化

市外に出て
行った人が
この日は
帰ってくる！

高島市内には
いくつの音頭・
ぼんおどりが
あるの？

体育の授業に
取り入れる？

参加するのに
恥ずかしさが

ある

地域活動で取
り組んでもら
いたい

なぜ音頭でな
くソーラン節を
教えている
の？

民踊は
存在する？

4-1-3文化によ

る人や地域の
つながりづくり
を推進します

1-2-2自然の恵みの魅力をさら
に高めます

1-1-2林業・水産業・畜産業
の担い手を育成します

市民目線

4-1-4「水」を大切に

する生活環境を保
全・継承します

5-1-1高島の魅力が活かせる
土地利用を推進します

1-3-1豊かな自然や恵みを活か
した観光を推進します

大規模パネル

山にパネルを
設置した時の
被害が怖い

法律 or 個人の利益か？

広葉樹
植林も大事

山と経済活動
（の関連性）
もうかるの？

森林組合に
話を聞く
（現状
可能性）

サトパス

4-2-1災害に強い体
制を整えます

湖西のビワイチ
サポートを増や
してほしい

・人が増加
・修理が増加
パンクする人も多い
サポートして欲しい

観光地の
お土産物

へしこ
ふなずし＆酒

トレイル

振り返れば湖、
頂上でも湖

（びわこと日本
海）

都会の人が
休日、休暇に

来たくなるよう
な街づくり

移住制限区域？

行政サービスが
届かない地域？
（住民税フリー・
自己責任）

4-2-3地域ぐるみで安心が実感できる体制を整えます

1-2-3「発酵」を活かしたオリジナルブランドを育成
します

2-2-2地域の魅力が学べる小学校・中学校教育を
推進します

1-2-1地場産業の魅力をさらに高めます

6-1-2仕事にこころざしを持った人材を育成します

2−1−4安全・安心で快適な学校教育環境を整えます

3-1-2生活習慣の改善や健康チェックの機会を提
供します

健康

お茶
みそ
しょうゆ
にわとり→
鶏肉

3-2-2いつま

でも地域で暮
らせる体制を
整えます

2-2-4地域を

知り地域に学
ぶ機会をつく
ります

とんちゃんをPR

市民が望む将来社会のストーリーラインの抽出
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休耕田の活用

集落営農 便利な湖西線

元気な商店街

自然を活かした観光

間伐・保全・
管理

地域材の利用

移住・定住者増

遊び場

無農薬野菜

ビワイチ山菜ツアー

若者の働く場

フレキシブルな働き方

薪の利用

景観と馴染む
太陽光 自然で

のびのび

綺麗な道

伝統文化の継承

誰でもサロン

自主防災

医療・介護・福祉が
一体化

自然の中で休む余暇

コミュニティー
交通

教育・
子供

医療・
福祉

自然との
かかわり

エネルギー

食・消費

雇用・
就業と産業

豊かさを感じ
る

高島

地域の大人が
先生

最先端知識
進学校

自分の健康は
自分から

コミュニティーバス

自然の中で暮らす

「高島市まちづくり推進会議」では、地域が本来持っている地域資源（自然、人、伝統
文化、つながり）を最大限活かして、豊かさを実感できる社会を目指す。

• 豊かな森林資源と共に歩む林業を通じて供給される木材は、地場産業にて活用
され地域の雇用を多く生み出し、整備利用された美しい自然景観を目当てにビワ
イチやトレイルなどを目的に多くの観光客が訪れ、地元産野菜や琵琶湖や河川の
湖魚を使った伝統料理が人気を博している。

• 地域で受け継がれている生活の知恵や地場産業の技、伝統や文化、豊かな生物
多様性について、地域の人々が相互に学びあい知識を深め、学校教育の現場で
子供たちに教師となって郷土教育を実践することで魅力を伝え、高島市に住むこと
に誇りを持ち地域コミュニティを支える人材を育成する。

• 集落の人口は減少したものの、地域に残った若者や移住者が地域に溶け込み、
地域サロンや集落行事、祭りなどが盛んに行われており、高齢者も市民活動によっ
て提供されている移動支援を受けて活動に参加し、市民一人一人の安全や健康
について支えあうコミュニティが形成されている。

• 高島市内では、地域資源を活用した多様な働き方が広がっており、休耕地を活用
した農業や、そこから供給される食材を活用したレストランや高齢者向け配食サー
ビス、インターネットを活用した地場産品の販売、自然や歴史文化を活かした観光
ガイドなどを組み合わせてフレキシブルに働き、子育てや介護などを地域コミュニティ
の支援を受けて無理なく行い、空いた時間で趣味や地域活動を行いつつ、豊かな
自然の中でのびのびとした生活をおくっている。

☺ 地域資源を活かす・守る・再生する

☺ 多様な働き方ができる

☺ 地域で支え合う

☺ 地域で育ち・学び・働く

☺ 高島の伝統文化を継承する

２０４０年高島市将来像
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例えば市民が望む２０４０年の高島の将来の交通

■ 高齢者輸送タクシーサービスがある

■ 友人や観光客など市外の人が高島にくる機会が多いので、電車の本数が増えており、

道路も整備されている

■ 歩くことを重視し、歩いて見えてくるものや（電車を）待つ時間を人と交流したりして楽しむ

（歩くので、健康増進にもつながる）

■ 電気バス、電気ステーションもある

■ 土砂災害のない道が基本であり、国道が拡張されている

■ コミュニティバスに○回乗ったら地元商店の買物○割引など、地元を活性化させる仕組みがある

（ふるさと納税の財源で補てん）

■ 湖西線が便利になり、道も整備され、「高島来てよ」が言いやすい

■ 都会で稼ぎ高島で生活！
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例えば2040年の高島の交通の状況を定量的に評価する

旅
客
輸
送
量
（
百
万
人
・km

）

123 98

8
10

247

177

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

2000年 2040年

その他

自転車

徒歩

二輪車

自動車

バス

鉄道
0

20

40

60

80

100

120

140

160

市
内
移
動

県
内
移
動

県
外
移
動

市
内
移
動

県
内
移
動

県
外
移
動

2000年 2040年

その他

自転車

徒歩

二輪車

自動車

バス

鉄道

就業者のうち、市内で働く人の割合
85%→90%

• 旅客輸送量が24%減少
• 市内での自動車による移動が、鉄道、バス、自転車に5%ずつ転換
• 自動車のうち18%が電気自動車に
• 市外(県内外問わず)への自動車による移動の5%が鉄道に転換
• 市外（県内）移動の30%、市外（県外）移動の30%が減少、そ
の分市内移動が増加

• 省エネのためのエコドライブが浸透している(10%のドライバーが実践)
• ガソリン車はほぼすべてハイブリッド車に
• 自動車の2%が水素自動車に
• 農林水産物の遠県への輸送の割合を25％削減
• トラック輸送時のエネルギー消費を10%削減
• 県内および近隣への輸送の5%を鉄道に転換で
• 小型トラックの約6%が水素自動車に

具
体
的
取
組 その他分野の詳しい将来像は

第2期報告書を参照
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左）市民自らが将来像を実現するた
めの事業・取組を検討するために
調査を実施。高島の文化としての
祭りを継承するための方法を検討
するためのヒアリング調査。

右）市民が子育てと地域参加の
関係性を明らかにするアン
ケート調査を実施。項目から
集計、分析まで研究者の支援
を受けながらも自ら実施。

将来像を基にした事業の検討
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グループワーク抽出ストーリーライン グループ

仕事の組み合わせは、本業と副業で完全ハーフで、
いろいろ掛け持ちなどができて、多様な働き方が
できると良い。

働き方

夏は市内で過ごし、冬は都会で仕事する、二地域
居住の働き方が広がっていると良い。

働き方

週日は都会で市営（民間）のサテライトマンショ
ンで過ごして仕事をし、休日に市内に帰ってくる
働き方がしたい。

働き方

毎日短時間労働などで仕事をかけもちするなどが
必要。

働き方

週単位で労働時間を管理して仕事をしたり、週休
3日で仕事をし、他の日は長時間労働の場合もあ
るような、働き方をする。

働き方

・・・ ・・・

261ストーリーラインを抽出

テキストマイニング手法を
用いてストーリーラインの
統合・構造化。

数理モデル（環境経済社会統合評
価モデル）によって、将来の経済、
環境の状態を定量的に裏付け。

高島市将来社会ストーリーラインの共起ネットワークによる構造化

KHcoderを使用

・ストーリーライン間の関係性評価
・ストーリーラインの整合性確認
・ストーリーラインの重み付け評価

将来像の作成上の意味
・シナリオの書換が可能
・非同期的に作成が可能

参考：ワークショップ議事録からストーリーラインの統合による将来像の定性的把握
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